（甲）
	許　　可　　申　　請　　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文書番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　中部地方整備局長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏　名)　　　　　　　　　　
別紙のとおり河川法第　　条の許可を申請します。

備考
　１．文書番号は個人申請については必要ない。
　２．申請年月日は申請書を提出する年月日を記載する。
　３．宛名は中部地方整備局長とする。
　４．申請者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名

を記載すること。
　５．河川法施行規則第39条の規定により許可の申請を同時に行うときは、「第　条」

の箇所に根拠条文をすべて記載すること。


（乙の４）
	１　河川の名称

２　目的
３　場所
４　工作物の名称又は種類
５　工作物の構造又は能力
６　工事の実施方法
　　－
７　工期
　　－
８　占用面積
９　占用の期間
　　平成・令和　　年　　月　　日から平成・令和　　年　　月　　日まで
　　　　　令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日まで



備考
　１．「場所」については、市町村、大字、小字及び地番又は地先を記載すること。
　２．「工作物の名称又は種類」については、主要な工作物を簡潔に記載すること。
　３．「工作物の構造又は能力」については、主要な工作物の構造又は能力の重要項目

を簡潔に記載すること。
· 橋梁添架等する工作物については、総重量及び1mあたりの重量を記載するこ

と。
　４．「工事の実施方法」については、施工順序・方法等について記載し、河川区域内

行為と保全区域内行為が分かれる場合はそれぞれ記載すること。
　５．「占用面積」の単位については平方ﾒｰﾄﾙとし、少数第2位を四捨五入して少数点

第1位にとどめる。
　６．河川管理者以外のものがその権原に基づき管理する土地については、「占用面積」及び「占用の期間」を記載しないこと。
　７．許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては、変更する事項について、変更

前のものを赤色で併記すること。
